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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

(1) 小麦「関東117号」を新たに奨励品種に採用する。 

(2) 「関東117号」は、昭和61年５月に、農林水産省農業研究センターで「関東107号」を母、「関東105号」を

父として交配・育成された。 

平成５年度から農業試験場本場と相馬支場の奨励品種決定基本調査、平成６年度からは奨励品種決定調

査現地調査に供試され、本県での適応性を検討してきた。 

(3) 「関東117号」は、低アミロース系統で、めんに加工した場合の粘弾性が高く、めんの食感が優れる。 

(4) 「関東117号」は、「トヨホコムギ」に優る多収で、外観品質も優る。 

(5) 「関東117号」は、「トヨホコムギ」並の中生種で、播性は「Ⅰ」である。稈の太さ・稈長・穂長はいずれも「ト

ヨホコムギ」並で、穂数はやや少ない。 

叢生は、「やや立」、株の開閉は「中」である。有芒で、芒長は「中」、穂の色は「白」である。 

(6) 「関東117号」の穂発芽性は、「トヨホコムギ」よりやや弱い「中」で、耐倒伏性は「強」、耐雪性は「中」であ

る。うどんこ病抵抗性は「弱」、赤さび病抵抗性は「強」、赤かび病抵抗性は「極強」で、総じた病害抵抗性は

「トヨホコムギ」並である。 

 

２ 期待される効果 

 「関東117号」の導入により、中生小麦作付地帯の収量性・外観品質向上が図られる。まためん加工適性

が高いことで実需者ニーズに対応でき、麦類が民間流通に移行される中、小麦作の安定化と収益性が向上

される。また現在福島県の麦作付けの主流である飼料用大麦から小麦への転換が進み、主要穀類の自給

率向上に寄与される。 

 

３ 適用範囲 

  中通り・浜通りの「トヨホコムギ」および飼料大麦作付地帯を対象とする。 

  普及見込み面積は50haである。 

 

４ 普及上の留意点 

  品質向上のため、適正な施肥管理を行うこと。 

  うどんこ病抵抗性は、弱であるため適期防除を実施すること。 

  品種登録中であるため、命名登録後奨励品種に採用する。  

 

Ⅱ 具体的データ等 
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